
 

 

令和 4年度「職業実践専門課程等を通じた専修学校の質保証・向上の推進」 

（３）職業実践専門課程等の充実に向けた取組の推進 

① 社会的評価の一層の向上のための共通的基盤整備の推進 

「専修学校における自己点検・評価の結果の相互検証、共通的評価基準モデルの開発と運用」 
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はじめに 

 

本研究会では令和４年度「職業実践専門課程等を通じた専修学校の質保証・向上の推

進」（職業実践専門課程の充実に向けた自己点検・評価システムの検証と質保証・向上

のための取組）を文部科学省より受託している。 

本事業では、３ヵ年計画の下、専修学校の質保証・向上を目的に、各校が主体性をも

って進める活動を支援・促進する為の自己点検・評価標準モデルの開発及び第三者評価

スタンダード認証モデルの開発とともに、専修学校における質保証・向上を推進する内

部質保証人材の育成プログラムの開発・推進を行っている。 

本プログラムは、令和４年度事業として実施した「内部質保証人材育成プログラム開

発のための検証講座」にて得られた知見を反映させ、将来的に、専修学校の質保証・向

上の中心的役割を担う人材を広く育成するためのプログラムとして開発されたもので

ある。 

本事業の取り組みは、継続的に PDCA サイクルを回し続け、その内容を充実・普及

させるためのものであり、これを推進する役割を担う内部質保証人材の育成は大変意義

深く重要なことと考えている。 
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１．本書の目的 

 

自己点検・評価を実施するにも、第三者評価に取り組むにも、自校の提供する教育内

容や取組について適切に評価を実施し、それを説明することが必要となる。 

本書は、特定の認証機関に依存せず、専門学校内部において質保証を行える体制を整備

するための人材（内部質保証人材）育成プログラムを示すことを目的としている。 

本書では、専門学校内部において質保証を担当する人材を育成するためのプログラムを、

知識学習および演習などを含む 15 時間程度の人材育成プログラムとして示している。プログ

ラムの作成に当たっては、令和 3年度に実施した内部質保証人材育成プログラム作成調査の

結果を丁寧に分析しており、質保証・質向上に関する概要、自己点検・評価や内部監査の手

順や方法、評価に関する基準や特徴の理解など、内部質保証人材が身につけるべき知識と

スキルを含んでいる。 

本プログラムを活用し、内部質保証人材の育成が広く行われることを期待する。 

 

 

２．プログラムの概要 

 

２－１．「内部質保証人材育成プログラム」ガイダンス  

プログラムの全体像を提示し、それぞれの単元で何を学ぶのかを紹介することで、学習の

指針を示す。（標準学習時間： ０．５時間） 

 

２－２．専門学校の職業教育を取り巻く評価制度と簡略化モデルの役割 

職業教育を取り巻く評価制度について紹介するとともに、本事業で開発した「第三者評価

簡略化モデル」の概要とその役割について説明する。（標準学習時間： １．５時間） 
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２－３．自己点検・評価における評価基準の考え方 

「共通的評価基準モデル２０２２」を例とした評価基準の考え方を、「自己点検・評価モ

デル利用の手引き【共通的評価基準モデル２０２２】」を用いて解説する。（標準学習時間： 

５時間） 

 

２－４．第三者評価における評価基準の例 

第三者評価につながる自己評価を実施するために、第三者評価における評価基準の

例として「特定非営利活動法人 職業教育評価機構」の評価基準、及び「学習サービスの

国際標準 ISO 29993：公式教育外の学習サービス－サービス要求事項」について紹介す

る。（標準学習時間： １時間） 

 

２－５．監査技法 

第三者評価や自己点検・評価の際に活用できる「監査（審査）」の技法（ISO 19011：マ

ネジメントシステム監査のための指針）について紹介する。（標準学習時間： ２時間） 

 

 

２－６．監査演習 

「自己点検・評価モデル利用の手引き【共通的評価基準モデル２０２２】」を評価基準と

して活用した自己点検・評価（内部監査）の事例を用いて、グループ演習を行う。（標準学

習時間： ３時間） 

 

２－７．自己点検・評価表の作成演習 

グループ毎に、テーマと事例となる学校の情報を定め、模擬的に自己点検・評価表を

作成する。自己点検・評価表では、小項目ごとに４（適切）、３（ほぼ適切）、２（やや不適

切）、１（不適切）の４段階で評価を行うこととしている。評価だけでなく、エビデンス名も列

挙するよう努める。（標準学習時間： ２時間） 
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３．コマシラバス 

 

【到達目標】 専門学校における教育の質保証・質向上に関する概要、自己点検・評価や内

部監査の手順や方法、評価に関する基準や特徴を理解し、学校内において教

育の質保証・質向上の取組を推進できる人材となることを目標とする。 

【学習時間】 １５時間（オンラインまたは対面にて実施を想定） 

【受講要件】 専門学校の組織管理・運営、又は正規課程若しくは正規課程以外の教育指導

や課程等の編成で、３年以上の実務経験を有し、当該知識を有している教職

員。 

【評価方法】 講義科目については、理解度確認テストを実施する。グループワークなど、実習

科目については、取組状況と発表内容を講師が評価する。 

【評価基準】 理解度確認テストについては全ての単元で７割以上の正答率であること。かつ、

講師による SABCDの５段階評価にて C以上であること。 

 

 単元名 内容 備考 

1 「内部質保証人材

育成プログラム」ガ

イダンス 

【コマ主題】人材育成プログラムの概要 

【コマ主題細目】①内部質保証人材の役割、②内部

質保証人材に求められる知識・スキル等、③内部質保

証人材育成プログラムの構成 

【コマ主題細目深度】①内部質保証人材に求められる

役割を理解する。②内部質保証人材としての役割を

果たすために必要となる知識・スキル等を理解し、学

習に向けてのモチベーションを高める。③内部質保証

人材育成プログラムの構成と各単元の役割について

理解し、学習に備える。 

 

2 専門学校の職業教

育を取り巻く評価

制度と簡略化モデ

ルの役割 

【コマ主題】専門学校の職業教育を取り巻く評価制度

と簡略化モデルの役割 

【コマ主題細目】①専門学校の職業教育を取り巻く評

価制度及び官公庁の取組、②教育の質保証に関連

する世界の動き、③第三者評価簡略化モデルの役割 
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【コマ主題細目深度】①専門学校の職業教育を取り巻

く評価制度及び官公庁の取組について、それらの背

景や経緯を含めて時系列に沿って理解する。②教育

の質保証に関連する世界の動きを日本の状況と関係

づけながら理解する。③自己点検・評価から第三者評

価へとステップアップすることを支援する「第三者評価

簡略化モデル」の概要とその役割を理解する。 

3 自己点検・評価に

おける評価基準の

考え方① 

【コマ主題】「自己点検・評価モデル利用の手引き」の

概要と「１ 教育理念・目標」、「２ 学校運営」 

【コマ主題細目】①各項目の評価方法、②「１ 教育理

念・目標」の評価基準、③「２ 学校運営」の評価基準 

【コマ主題細目深度】「自己点検・評価モデル利用の

手引き」を活用し、①各項目の評価方法を理解し、自

己点検・評価を行えるようになる。②「１ 教育理念・目

標」の評価基準を理解する。③「２ 学校運営」の評価

基準を理解する。 

 

4 自己点検・評価に

おける評価基準の

考え方② 

【コマ主題】「３ 教育活動」と「４ 学修成果・教育成果」 

【コマ主題細目】①「３ 教育活動」の評価基準、②「学

修成果」の評価基準、③「教育成果」の評価基準 

【コマ主題細目深度】「自己点検・評価モデル利用の

手引き」を活用し、①「３ 教育活動」の評価基準を理

解する。②「学修成果」の評価基準を理解する。③「教

育成果」の評価基準を理解する。 

 

5 自己点検・評価に

おける評価基準の

考え方③ 

【コマ主題】「５ 学生支援」と「６ 教育環境」 

【コマ主題細目】①「５ 学生支援」の評価基準、②「６ 

教育環境」の評価基準 

【コマ主題細目深度】「自己点検・評価モデル利用の

手引き」を活用し、①「５ 学生支援」の評価基準を理

解する。②「６ 教育環境」の評価基準を理解する。 
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6 自己点検・評価に

おける評価基準の

考え方④ 

【コマ主題】「７ 学生の受入れ募集」と「８ 教育の内

部質保証システム」 

【コマ主題細目】①「７ 学生の受入れ募集」の評価基

準、②「教育の内部質保証のしくみ」の評価基準、③

「学校の情報公開」の評価基準 

【コマ主題細目深度】「自己点検・評価モデル利用の

手引き」を活用し、①「７ 学生の受入れ募集」の評価

基準を理解する。②「教育の内部質保証のしくみ」の

評価基準を理解する。③「学校の情報公開」の評価基

準を理解する。 

 

7 自己点検・評価に

おける評価基準の

考え方⑤ 

【コマ主題】「９ 財務」と「１０ 社会貢献・地域貢献」、

「１１ 国際交流」 

【コマ主題細目】①「９ 財務」の評価基準、②「１０ 社

会貢献・地域貢献」の評価基準、③「１１ 国際交流」

の評価基準 

【コマ主題細目深度】「自己点検・評価モデル利用の

手引き」を活用し、①「９ 財務」の評価基準を理解す

る。②「１０ 社会貢献・地域貢献」の評価基準を理解

する。③「１１ 国際交流」の評価基準を理解する。 

 

8 第三者評価におけ

る評価基準の例 

【コマ主題】自己点検・評価と第三者評価の違いと評

価基準の例 

【コマ主題細目】①自己点検・評価と第三者評価の違

い、②職業教育評価機構の評価基準の概要、③ISO 

29993:2017の概要 

【コマ主題細目深度】①自己点検・評価と第三者評価

の違いとそれぞれの役割を理解する。②職業教育評

価機構の評価基準の概要を理解する。③ ISO 

29993:2017の概要を理解する。 

 

9 監査技法 【コマ主題】内部監査の技法  
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【コマ主題細目】①内部監査の目的と体制、②現地監

査前の手順、③現地監査の手順、④現地監査後の業

務 

【コマ主題細目深度】①内部監査の目的と体制につい

て理解する。②現地監査前の手順を理解しする。③

現地監査の手順を理解する。④現地監査後に必要な

業務について理解する。 

10 監査演習① 【コマ主題】グループワーク「監査演習①」 

【コマ主題細目】「３ 教育活動」及び「４ 学修成果・教

育成果」に関する監査演習 

【コマ主題細目深度】「３ 教育活動」及び「４ 学修成

果・教育成果」に関する監査場面を記した文章を読

み、不適合事項を検出できる。 

 

11 監査演習② 【コマ主題】グループワーク「監査演習②」 

【コマ主題細目】「５ 学生支援」及び「７ 学生の受入

れ募集」に関する監査演習 

【コマ主題細目深度】「５ 学生支援」及び「７ 学生の

受入れ募集」に関する監査場面を記した文章を読み、

不適合事項を検出できる。 

 

12 自己点検・評価表

作成演習 

【コマ主題】グループワーク「自己点検・評価表作成」 

【コマ主題細目】自己点検・評価表の模擬作成 

【コマ主題細目深度】自己点検・評価表の一部分を模

擬的に作成し、グループ内で検討することで、校内に

て中心となって自己点検・評価表を作成できるように

なる。 
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４．テキスト 

４－１．「内部質保証人材育成プログラム」ガイダンス 

 

内部質保証人材育成プログラム
ガイダンス

1. 第三者評価簡略化モデルの位置づけ

2. 内部質保証人材の役割

3. 内部質保証人材に求められる知識・スキル等

4. 内部質保証人材育成プログラムの構成

2

令和２年度〜令和４年度
職業実践専門課程等を通じた専修学校の質保証・向上の推進
「職業実践専門課程の充実に向けた自己点検・評価システムの検証と質保証・向上のための取組」

内部質保証人材育成プログラム
ガイダンス

専修学校における自己点検・評価の結果の相互検証
共通的評価基準モデルの開発と運用

1
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1．第三者評価簡略化モデルの位置づけ

自己点検・評価

第三者評価簡略化

モデル

第三者評価

本事業では、専門学校がこれまで取り組んできた「職業実践
専門課程の認定」や「高等教育の修学支援新制度」などの実
績と第三者評価で確認される項目(自己点検・評価表)を比較
し、重複を排除することで、第三者評価認証簡略化モデルの
構築を試みた。

「第三者評価簡略化モデル」は、
第三者評価に取り組むための
ステップとなる。

3

２．内部質保証人材の役割

• 「内部質保証」とは
• 学校が自ら掲げる目標に向けて教育研究活動を行う中で、
定期的な自己点検・評価の取組を踏まえた各学校におけ
る自主的・自律的な質保証への取組のこと。（「内部質
保証」が質保証の基本となる。）

• 内部質保証人材の役割
• 自己点検・評価を実施する。

• エビデンス類を整理し、適切に自己評価を行う。
• 第三者評価の導入に向け、第三者評価機関の持つ評価基準を
意識した自己評価ができるようになることを目指す。

• 必要に応じて、自己点検・評価を行うチーム（自己評価
委員会など）を組織し、自己点検・評価を計画する。

• 可能であれば、学園内にて教職員研修を開催し、自己点
検・評価を適切に実施できる内部質保証人材の育成を行
う。

4
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３．内部質保証人材に求められる
知識・スキル等

• 内部質保証人材には、下記の知識・スキル等が求められる。

（ただし、教育に関する知見を有していることが前提。）

5

求められる内容 科目名

質保証・向上に関
する概要理解

• 「内部質保証人材育成プログラム
（案）」ガイダンス

• 専門学校の職業教育を取り巻く評価制度
と簡略化モデルの役割

自己点検・評価や
内部監査の手順や
方法

• 監査技法
• 監査演習（グループ演習・討議）
• 自己評価報告書の作成演習（グループ演
習・討議）

評価に関する基準
や特徴の理解

• 学校評価ガイドラインに沿った自己評
価・学校関係者評価の進め方

• ISO29993：2017の要求事項について

6

３．内部質保証人材に求められる
知識・スキル等（イメージ図）

教育に関する知見
（専門学校等での３年以上の実務経験）

質保証・向上に関する概要理解

自己点検・評価や内部監査の手順や方法

ISO 29993 要求事項
（JAMOTE認証サービス）

学校評価ガイドライン
（私立専門学校等評価研究機構）

業務経歴などで確認
される知識・スキル等

研修により身につける
知識・スキル等
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４．内部質保証人材育成プログラム
の構成

① 「内部質保証人材育成プログラム」ガイダンス
➢プログラムの全体像を提示し、それぞれの科目で何を学ぶのかを紹

介することで、学習の指針を示します。

②専門学校の職業教育を取り巻く評価制度と簡略化モデルの
役割
➢職業教育を取り巻く評価制度について紹介するとともに、本事業で

開発した「第三者評価簡略化モデル」の概要とその役割について説
明します。

③自己点検・評価における評価基準の考え方
➢「共通的評価基準モデル２０２２」を例とした評価基準の考え方を、

「自己点検・評価モデル利用の手引き【共通的評価基準モデル２０
２２】」を用いて解説します。

④第三者評価における評価基準の例
➢第三者評価における評価基準の例として「特定非営利活動法人 職業
教育評価機構」の評価基準、及び「学習サービスの国際標準ISO 
29993」について紹介します。

7

４．内部質保証人材育成プログラム
の構成（つづき）

⑤ 監査技法
➢第三者評価や自己点検・評価の際に活用できる「監査（審査）」の

技法について紹介します。

⑥ 監査演習（グループ演習・討議）
➢「自己点検・評価モデル利用の手引き【共通的評価基準モデル２０
２２】」を評価基準として活用した自己点検・評価（内部監査）の
事例を用いて、グループ演習を行います。

⑦ 自己点検・評価表の作成演習（グループ演習・討議）
➢グループ毎に、テーマと事例となる学校の情報を定め、模擬的に自

己点検・評価表を作成するグループ演習を行います。

✓「内部質保証人材育成プログラム」では、「評価に関する基準」
として【共通的評価基準モデル２０２２】の評価基準・評価手法
を学ぶことで、第三者評価につながる自己点検・評価が実施でき
る「視野の広い内部質保証人材」を育成することを目指していま
す。

8
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４－２．専門学校の職業教育を取り巻く評価制度と簡略化モデルの役割 

 

専門学校の職業教育を取り巻く評価制度
と簡略化モデルの役割

令和４年度文部科学省委託「共通基盤整備事業」
内部質保証人材育成プログラム開発のための検証講座

主催：一般社団法人全国専門学校教育研究会

専門学校の職業教育を取り巻く評価制度
と簡略化モデルの役割

＜目 次＞

• キーワードは「教育の質保証・質の向上」 （最近の動き）

• なぜ、いま教育の質保証が問われているのか？

－教育の質保証に関連する世界の動き－

• ISO 29993 を利用した専門学校の質保証

• 第三者評価簡略化モデルの役割
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キーワードは「教育の質保証・質の向上」

【最近の動き】

1. 専修学校における学校評価ガイドライン（平成25年3月 文部科学省）

2. 専修学校の専門課程における職業実践専門課程の認定に関する規程（告示）（平成25年8月30日文部科学省）

3. 労働市場政策における職業能力評価制度のあり方に関する研究会 報告書（平成26年3月28日 厚生労働省）

4. 教育訓練給付制度（専門実践教育訓練）について（平成26年5月 厚生労働省）

5. 高等教育の資格の承認に関するアジア太平洋地域規約 （平成29年12月 文部科学省）

6. 新しい経済政策パッケージ （平成29年12月8日 内閣府）

7. ガイドライン適合事業所認定（平成30年10月1日 厚生労働省）

8. 高等教育の修学支援新制度について（令和元年6月28日 文部科学省）

9. 私立学校法の改正について（令和2年4月1日 文部科学省）

10. 授業目的公衆送信補償金制度の概要（令和2年12月 文化庁）

11. デジタル社会の実現に向けた重点計画（令和3年12月24日 デジタル庁）

12. Ｒｅスキル講座（令和4年3月22日 経済産業省）

13. 人的資本経営の実現に向けた検討会報告書～人材版伊藤レポート2.0～（2022年5月 経済産業省）

１．専修学校における学校評価ガイドライン
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１．専修学校における学校評価ガイドライン
（平成２５年３月 文部科学省）

２．職業実践専門課程の告示（平成25年8月30日）
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３．職業能力評価制度のあり方
労働市場政策における職業能力評価
制度のあり方に関する研究会 報告書
（平成２６年３月２８日 厚生労働省）

労働市場政策における職業能力評価
制度のあり方に関する研究会 報告書
（平成２６年３月２８日 厚生労働省）

３．職業能力評価制度のあり方（つづき）



 16 

４. 教育訓練給付制度（専門実践教育訓練）について

➢ 給付を受けることができる方（対象者）
• 在職者（雇用保険の被保険者）又は雇用保険の被保険者でなくなった（離職した）日か
ら１年以内（妊娠、出産、育児、疾病等で教育訓練給付の対象期間が延長された場合
は最大４年以内）の者

• 雇用保険の加入期間が1年以上（専門実践教育訓練の場合は２年以上）である者

平成26年5月
厚生労働省
（令和４年度現行に
併せて記載内容修正）

➢給付の額
• 専門実践教育訓練では最大で受講費用
の７０％を支給（年間上限５６万円・最長
４年）。

➢対象となる講座
• 情報処理技術者資格、簿記検定、訪問
介護員、社会保険労務士資格などを目
指す講座など、労働者の職業能力開発
を支援する多彩な講座（次の１～３の教育
訓練のうち、受験率、合格率、就職・在職率な
どの指定基準を満たすものとして、厚生労働大
臣が指定した講座（専門実践教育訓練）が対
象）

• https://www.kyufu.mhlw.go.jp/kensaku/ 

（教育訓練講座検索システム）にて検索
可能

４. 教育訓練給付制度（専門実践教育訓練）について 平成26年5月
厚生労働省
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５．高等教育の資格の承認に関するアジア太平洋地域規約
平成29年12月（文部科学省高等教育局高等教育企画課国際企画室）

６．新しい経済政策パッケージ
平成29年12月8日（内閣府）



 18 

第2章 ３．高等教育の無償化

６．新しい経済政策パッケージ（つづき）

平成29年12月8日（内閣府）

平成３０年１０月１日 報道発表資料

（厚生労働省人材開発統括官
人材開発政策担当参事官室）

ガイドライン適合事業所認定７.
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７．ガイドライン適合事業所認定について（つづき）

ガイドライン適合事業所認定の詳細については、下記をご確認ください。
公式Webサイト http://www.minkan-guideline-tekigo.info 

８．高等教育の修学支援新制度について 令和元年度
文部科学省発表資料
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９.

10．授業目的公衆送信補償金制度の概要 令和2年12月
文化庁
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10．授業目的公衆送信補償金制度の概要（つづき）
令和2年12月
文化庁

2021年12月24日
デジタル庁11.
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12.

https://www.meti.go.jp/policy/economy/jinzai/reskillprogr

ams/reskillwebinar/20220324_reskill_webinar.html

https://www.meti.go.jp/policy/economy/jinzai/reskillprogr

ams/reskillwebinar/20220324_reskill_webinar.html
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人的価値の最大化による、
持続的な企業価値創造

人的資本経営の実現に向けた検討会
報告書～ 人材版伊藤レポート２．０～
（2022年5月 経済産業省）

13.

なぜ、いま教育の質保証が問われているのか？
－教育の質保証に関連する世界の動き－
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１．何故、いま教育の質保証が問われているのか？

• グローバル化の進展と経済状況の悪化

• 税収が大幅に減り、欧米諸国では他の公共政策と同じく費用
対効果（結果・成果）を意識した教育システム（枠組みや標準
など）考えるようになった。

• また、その教育成果を就職や実社会の人材育成と結びつける
ようにもなった。

• 同様に日本でも教育分野に実質的な結果や成果を求める波
が押し寄せている。（今までの動きとは異なるフェーズに）

２．グローバル化・流動化で…

➢ 情報化・グローバル化の進展

➢ 国際的な資金・モノ・サービス・ヒトの流動化

➢ 高度な専門性を持つ有能な人材が国や会社の将来を左右する

➢ 将来の安全保障の観点からも教育・訓練政策が重要課題

➢ 国境を越えての比較には基準や変換式が必要

➢ 個別対応より「世界共通のモノサシ」が効率的

➢ 共通のモノサシによる教育訓練歴普及の必要性



 25 

Ｂ国
教育制度Ｂ
資格制度Ｂ

３．教育・訓練の国際同等性

Ａ国
教育制度Ａ
資格制度Ａ

人材

国境を越えた資格・証明書が必要

教育や訓練の成果・結果の国際同等性を、
どう担保（保証）する？

問われること・・・
教育制度Ａにおける学歴
資格制度Ａにおける資格

Ａ国からの人材

Ｂ国の企業・社会

問われること・・・
「個々の能力」
「何を学び、何ができる
可能性を持っているか」

Ａ国から
Ｂ国へ流入

Ａ国の企業・社会

教育機関による資格・証明書の国際標準化

人材の流動化

◆世の中の能力評価の動向
仕様評価（知識前提） ⇒ 性能評価 （ “Can Do”前提 ）

①個々の目標（出口）を意識した計画的な指導

②データに基づいた学習の継続的管理・指導

③教育内容と獲得スキル（結果）の明確化

求められる教育の価値

その教育訓練で学習者は
何が“できる”ようになるか？

４．今後求められる教育の価値

教育研修における能力開発の有効性
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ISO 29993 を利用した専門学校の質保証

１．学習サービスとは

今の自分

のコンピテンシー

のコンピテンシー

なりたい自分

この差を埋める
支援をするのが
「学習サービス」

到達目標（ゴール）
を定めないと、達成
度の評価ができない。

学習開始前のコンピテン
シーを測定しておかない
と、成果が測れない。

ISO 29993:2017は、広告宣伝、サービス購入前に提供する情報、ニーズ
分析、設計、アセスメント及び評価を含む典型的な学習サービスに関して、
学習者及びスポンサーが経験する一連の典型的な流れを反映した構造に
なっている。

カリキュラムの開発、
学習教材の作成、
アセスメントの手段及び
評価の手段の開発

＋
ファシリテーター
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４．ＩＳＯ ２９９９３ を利用した専門学校の質保証

• ISO 29993 の枠組みを使うには   
– ISO 29993 : 2017 の規格書を購入する。

– 民間教育訓練事業者のための職業訓練サービスガイドライン（厚生
労働省）を入手する。（ISO 29990 : 2010をもとに作成）

• ISO 29993 による質保証のしくみ（Ａ群Ⅰ類）－学習プロセス

1. ニーズを把握する（利害関係者（学校関係者）を整理）

• 学生のニーズは？（就職、資格取得、技術習得・・・）

• 求人企業・団体のニーズは？（何ができる、どんな人材がほしいのか）

• 保護者のニーズは？

2. ニーズに基づいてカリキュラムを設計（目的の明示）

• 目的が明確になっているか

• その目的は、卒業後の本人の仕事に役立つか

• 目的を達成できるカリキュラムになっているか

• カリキュラムが具体的に記されているか（成績評価方法を含む）

４．ＩＳＯ ２９９９３ を利用した専門学校の質保証（つづき）

• ISO 29993 による質保証のしくみ（Ａ群Ⅰ類）－学習プロセス

1. ニーズを把握する

2. ニーズに基づいてカリキュラムを設計（目的の明示）

3. カリキュラムに従い、適切な講師が授業（講義・実習等）を実施

• 詳細なカリキュラムを学生に伝えているか

• 学生側の義務と責任、学校側の義務と責任を理解させているか

• 評価の方法とスケジュールを伝えているか

• 授業料、受験料、学習教材の購入費など、負担分を予め伝えているか

• 講師の能力要件を明確にし、そのコンピテンスを確認しているか

4. 学生が到達目標に届いているか評価（アセスメント）

• 学生の成績評価は適切にできているか

• それらの適切な情報管理はできているか

5. 学習サービスが目的を達成できているか評価（授業評価）

• 学習サービス自体の有効性を検証できているか（評価報告書etc.）
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５. ISO 29993 認証「現地審査」までの流れ

内部監査を実施し、自己評価報告書（案）
を作成

「自己評価報告書の書き方実践セミナー」を
受講

自己評価報告書ならびに審査申請書を作成

認証機関による事前審査

自己評価報告書等の修正、必要書類の追加提
出

現地審査計画書作成

現地審査開始！

セミナーで得た知識・技
術を使い、自己評価を実
施

自己評価報告書(案）を持参。
自己評価で悩んだからこそ腑に落ちる
－実践的な知見が満載

セミナーで得た知見を活かし、
自己評価報告書を作成。
証拠となる記録とともに提出

審査申請書とともに、
自己評価報告書、
各種の証拠となる記録
を提出。まずは書類審査

事前審査により、文書・記録の
わかりにくい点を解決。
審査員とのコミュニケーションの始まりで
す

ISO 29993への適合性を
審査するための現地審査
スケジュールを作成

学習サービスの目的は？
学習者の要件、カリキュラム・教材、
講師等、受講環境・・・
審査内容は、多岐に渡ります

「ISO 29993内部監査員養成セミナー」
を受講 学習サービス審査員評価登録センター

に修了証を添えて登録申請 ⇒「認定」

※受講するときには、
ISO 29993規格書を持参

Step 1

Step 2

Step 3

Step 5

Step 7

Step 4

Step 6

Step 8

６．認証取得までのスケジュール例 （３～９ヵ月）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１ 「ISO 29993内部監査員養成セミナー」を
受講

★

２ 内部監査を実施し、自己評価報告書（案）
を作成

３ 「自己評価報告書の書き方実践セミナー」 ★ ★

４ 自己評価報告書と審査申請書を作成

５ 認証機関による事前審査

６ 自己評価報告書等の修正、必要書類の
追加提出

７ 現地審査計画書作成

８ 現地審査（２日～） ★ ★

９ 是正活動、是正報告書の作成

10 ＜レビューと認証の決定＞※認証機関
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第三者評価簡略化モデルの役割

1．第三者評価簡略化モデルの位置づけ

自己点検・評価

第三者評価簡略化

モデル

第三者評価

本事業では、専門学校がこれまで取り組んできた「職業実践
専門課程の認定」や「高等教育の修学支援新制度」などの実
績と第三者評価で確認される項目(自己点検・評価表)を比較
し、重複を排除することで、第三者評価認証簡略化モデルの
構築を試みた。

「第三者評価簡略化モデル」は、
第三者評価に取り組むための
ステップとなる。
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２．簡略化モデルの自己点検・評価表

➢ 素の「自己評価」は、自己の評価基準で評価を行うことになる。
➢ 「簡略化モデル」では、「第三者評価」に向けて、第三者評価機関の持つ

評価基準に則った評価を行う。

３．簡略化モデルにおける書類審査
【審査実施機関】の業務

1. 審査実施機関にて審査対象校ごとに審査員４名（書類審査及
びリモート審査担当）を選任。（４名のうち１名を主任審査員とする。なお、
主任審査員は現地審査も担当する。）

2. 審査実施機関の有する評価基準による評価（3.5時間）

① 自己点検・評価表の各項目を、評価基準（要求事項等）の項番順に
並べ替える。（O列またはQ列をキーにしてソート）

② 第三者評価機関の持つ評価基準に基づき適合性を評価する。

3. 申請校の自己点検・評価結果の確認（1.5時間）
① 元の順に戻す。（Y列をキーにしてソート）

② 「利用の手引き」を参照し、評価結果を確認する。

4. 書類審査結果のとりまとめ（１時間）
① 主任審査員が中心となり、審査結果のとりまとめを行う。
② 不適合事項等がある場合には、次項「リモート審査」時に、追加資料

の提出または補正を依頼する。
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４－３．自己点検・評価における評価基準の考え方 

 

自己点検・評価における
評価基準の考え方

(1) 自己点検・評価表の調整（カテゴリー決定）

(2) 各部署における自己点検・評価

(3) 「利用の手引き」

(4) 業務監査的に行う自己点検・評価

(5) 自己点検・評価結果のレビュー

1

自己点検・評価の進め方
(1)自己点検・評価表の調整（カテゴリー決定）

【共通的評価基準モデル２０２２ 】では、各評価項目をＡ・Ｂ・Ｃ・
Ｓ・Ｑ・Ｊという 6 つのカテゴリーに分類し、それぞれがどのカテゴ
リーに属するかを表示している。

➢すべての専修学校を対象としている基本的な事項は、カテゴリー A

➢職業実践専門課程の認定を受けている学校は、カテゴリー A ＋ B

➢第三者評価などに取り組む場合には、対象とする認証機関によって、
使用する評価項目が異なる。

・更なる質の向上を目指す学校＝カテゴリー A ＋ B ＋ C

・私立専門学校等評価研究機構＝カテゴリー A ＋ B ＋ S

・ QAPHE = カテゴリーA ＋ B ＋ Q

・ JAMOTEC ＝ カテゴリーA ＋ B ＋ J

上記の中から、自己点検評価の目的を設定し、対象範囲を決定する。
2
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自己点検・評価の進め方
(2) 各部署における自己点検・評価

この段階では、各部署の責任者または担当者に、
自己点検・評価表への記入を促す。

• まず、職務分掌や組織図を参考にして、大項目
単位で業務ごとに評価対象項目を配分する。
• 例えば、総務や経営企画部門であれば、１．教育理
念・目標 ／ ２．学校運営／ ８．教育の内部質保証
システム／ ９．財務 など

• 教務部門であれば、３．教育活動／ ４．学修成果・
教育成果／ ５．学生支援／ ６．教育環境 など

• 広報・学生募集部門であれば、５．学生支援／ ７．
学生の受入れ募集 などを評価対象とする。

3

自己点検・評価の進め方
(2) 各部署（つづき）

初めて自己点検・評価に取り組む場合には、
「内部質保証人材育成研修」等に参加をしたり、
「自己点検・評価モデル利用の手引き」を活用す
ることをお勧めする。

「利用の手引き」に掲載されているエビデンス例
を参照することで、自校の取組の結果として作成
されている文書や記録を活用しやすくなり、効率
よく評価活動に取り組むことが可能となる。

※ 「利用の手引き」については、
辞書のように、該当箇所を
参照するのが有効。

4
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自己点検・評価の進め方
(3) 利用の手引き①

評価のポイント
を明示

留意点も紹介

5

自己点検・評価の進め方
(3) 利用の手引き②

何ができていれば
４（適切）なのか、
事例を挙げて説明

何が不足すると
４（適切）と言えない
のかも併せて紹介

6
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自己点検・評価の進め方
(3) 利用の手引き③

上記を踏まえた
評価の指標を明示

一つの項目の中で
４つの事柄を確認
している理由

7

自己点検・評価の進め方
(3) 利用の手引き④

評価のポイント
を明示

具体的な事例を
提示することで、
評価の指標を示す

8
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自己点検・評価の進め方
(3) 利用の手引き⑤

評価のポイント
を明示

評価項目の
位置づけを提示

9

自己点検・評価の進め方
(3) 利用の手引き⑥

評価のポイント
を明示

判断するに至った
根拠を提示

10
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自己点検・評価の進め方
(4) 業務監査的に行う自己点検・評価

「業務監査的に行う」というと堅苦しく、また難し
く感じてしまうかもしれないが、業務監査的に行う
ことで、より客観的な、学校という組織としての自
己点検・評価を行なうことができる。

【留意点】

「自らが担当する業務を自らが監査しない。」

ことが原則。（cf. たすきがけ）
➢第三者評価機関による審査・認証などの場面では、内部
監査と称されることもある。こうした取組を行うことで、
質の高い自己点検・評価が行えるようになる。

11

自己点検・評価の進め方
(5) 自己点検・評価結果のレビュー

複数の監査員（内部質保証人材）が「業務監
査的に」実施した自己点検・評価結果をとりま
とめ、学校全体の自己点検・評価表を作成する。

改善すべき箇所が見つかった場合など、必要に
応じて、理事長・校長などの経営責任者に報
告・相談し、改善活動を実施する。

一連の活動を終えたところで、理事長・校長な
どの経営責任者に報告し、レビュー（見直し）
を行なう。

12
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４－４．第三者評価における評価基準の例 

 

 

 

  

8 Design of the learning service
学習サービスの設計

9 Information about the learning service for  
enrolled learners or their sponsors
受講登録した学習者又はそのスポンサーのため
の学習サービスに関する情報

10 Service delivery
サービス提供

11 Facilitators
ファシリテーター

12 Assessment of learning
学習のアセスメント

13 Monitoring and evaluation of the learning 
service
学習サービスのモニタリング及び評価

14 Invoicing
請求

Bibliography  参考文献
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公式教育外の学習サービス － サービス要求事項
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Forward まえがき
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適用範囲
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引用規格
3 Terms and definitions

用語及び定義
4 General information provided by the LSP

学習サービス事業者（LSP)の提供する一般
的な情報

5 Proposal development
提案の作成

6 Information provided prior to acquisition of  
the learning service
学習サービス購入前に提供する情報

7 Needs analysis
ニーズ分析

Provision

Needs

Design

Assessment

Evaluation

３．
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４－５．監査技法 

 

監査技法

令和４年度文部科学省委託「共通基盤整備事業」
内部質保証人材育成プログラム開発のための検証講座

主催：一般社団法人全国専門学校教育研究会

到達目標

➢ 内部監査の「ステップ（流れ）」と「ポイン
ト（留意事項）」を理解する。

➢ 内部監査とは、「誰が」、「何を」、「どの
ように」行うことなのかを理解する。

➢ 上記を踏まえて、内部監査計画を立て、内部
監査を実施することができるようになる。

・・・将来的には、

➢ 学校内で内部監査員を養成・指導するリー
ダーとなり、上記内容を教職員に説明できる
ようになることを目指す。

2
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講座の内容

1. 内部監査とは

2. 内部監査の目的

3. 内部監査に携わる人々

4. 内部監査の体制

5. 内部監査の手順

6. 質疑応答、理解度テスト（10分）

3

１．内部監査とは
１－１．「監査」の語源

 漢字の成り立ち

監査＝「監」＋「査」

 英語では

監査＝ Audit

Audioと共通の語源

4

※ 「自己点検・評価」と「内部監査」
自己点検・評価には、「誰が」「どのように」などの手法
が定められていない。内部監査の考え方を活用することが
有効。（各担当者による自己評価⇒内部監査etc.）
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１．内部監査とは

１－２．「監査」とは

監査
 監査基準が満たされている程度を判定する

ために、客観的証拠を収集し、それを客観
的に評価するための、体系的で、独立し、
文書化したプロセス
出典：ISO19011：2018「マネジメントシステム監
査」 3.1 

 監査基準 方針、手順又は要求事項

監査基準の例 法令、ISO 29993、SPマーク要求事項
（学校・施設等における個人情報保護に関する要求
事項）、マニュアル・手順書

5

１．内部監査とは

１－２．「監査」とは

監査基準が… 決められたルール（基準）に
照らして

満たされている程度を
判定するために…

判定は、「ＯＫ」「ダメ」の
二者択一でなくてもよい。

客観的証拠を収集し、

…

「言った」「言わない」にな
らないようにする必要あり。

それを客観的に評価す
る…

極端な思い込みではなく、双
方が納得できるような

体系的で独立し… 論理的で段取りが組まれてい
る

文書化されたプロセス 文字で残すことができている
取組。

6
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１．内部監査とは

１－３．内部監査の位置づけ

教育・訓練
（学習サービス）

学校・施設等
（第一者）

認定機関
（第三者）

学習者（消費者等）
（第二者）

《外部審査》

《利用者判断》《内部監査》

認定申請

認定

7

１．内部監査とは

１－４．監査の原則

a. 高潔さ

b. 公正な報告

c. 専門家としての正当な注意

d. 機密保持

e. 独立性

f. 証拠に基づくアプローチ

g. リスクに基づくアプローチ

出典：ISO19011：2018「マネジメントシステム監査」 4
「監査の原則」

8
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２．内部監査の目的
２－１．内部監査の目的①

 内部監査を実施する際には、目的を設定す
ること。

 「今回の内部監査では、○○を確認する。」

目的が曖昧なまま、監査を実施すると…

監査を実施
監査結果を
とりまとめ

結果として、
よかったのか？
悪かったのか？

9

２－１．内部監査の目的②

 「遵法性の確認」

 「規格・基準への適合性の確認」

 法令や定められた規格・基準通りに実施されて
いるか。

この目的で内部監査が実施される時期・段階

 ルールが守られているか確信が持てない段階

 内部監査を始めたばかりの時期

 大幅なルール改正（法改正）が実施された直後

 学校側に変更が生じた場合（カリキュラム、科
目名、講師、実習室・教室など）

10
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２－１．内部監査の目的③

 「改善の機会の抽出」

 「有効性の評価」

 実施内容が、うまく機能して目的を達成できている
か。

 実施内容に「ムリ・ムラ・ムダ」はないか。

この目的で内部監査が行われる時期・段階

 教職員の皆が一通りのルールは理解しており、仕組
みについても安定して運用できている段階。

 現状よりもっと良いやり方がないか見つけたい場合

 今のやり方が、果たして良いものか確認したい場合

11

２．内部監査の目的

２－２．内部監査の役割の変遷

導入当初

 「遵法性の確認」

 「規格・基準への
適合性の確認」

回数を重ねていくと   

 「遵法性の確認」

 「規格・基準への適合性
の確認」

 「改善機会の抽出」

 「有効性の評価」

 「改善機会の抽出」

 「有効性の評価」

「遵法・適合」から「改善・有効性」へ軸足が移る

＞

＜

12
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３．内部監査に携わる人々

 トップマネジメント（経営責任者）

 管理責任者

 被監査部門責任者

 内部監査員

 内部監査リーダー

13

３．内部監査に携わる人々

３－１．トップマネジメント

 トップマネジメントとは

 理事長、学校長、社長などの経営責任者

 役割

 内部監査員に監査を依頼する人

 監査結果の報告を受ける。

 なすべきこと

 内部監査に対するトップマネジメントとしての
期待を明らかにする。

 もし、期待に沿わない結果となったら… ⇒自ら
の期待が事業者内で理解されていない？

14
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３．内部監査に携わる人々

３－２．管理責任者

 管理責任者とは

 学校長、副校長、施設長などの運営責任者

 役割

 マネジメントシステムの責任者

 監査全体の総括・実行責任者

 なすべきこと

 事業者全体の業務点検（代行機能）

 改善の機会の創出（総括的立場で）

15

３．内部監査に携わる人々

３－３．被監査部門責任者

 被監査部門責任者とは

 部門長（各部または各課の長）

 役割

 監査員に業務内容の説明や記録の提示を行う。

 部門の監査内容に関して報告を受ける。

 なすべきこと・気づき

 自部署の業務の振り返り

 「いつの間にこんな風に変わっていたの！？」

 改善の機会の創出（提案型，自ら気付き型）

 （監査員の提案を受けて）「なるほど、その方が効
率的だな…」

 （仕事のやり方を説明していくうちに）「このやり
方、なんだか無駄が多いな…」

16
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３．内部監査に携わる人々

３－４．内部監査員

 内部監査員とは

 内部監査を担当する者

 役割

 監査を行う力量を持った人

 業務の理解度・経験，監査の知識・教育実績

 与えられた役割における監査業務を担当

 なすべきこと・気づき

 他部署の業務の理解

 「自分のやった業務が，その後このように使われて
いるのか！」

 「この部門のことはあまり良く知らなかったけれど，
皆さんこんな風に工夫してたのか！」

 社内コミュニケーションの充実

17

３．内部監査に携わる人々

３－５．内部監査リーダー

 内部監査リーダーとは

 監査チームの中で、リーダーを務める監査員

 役割

 現地監査業務の総括

 監査計画の作成、監査に向けた情報収集、監査
の実施、監査結果の報告、監査報告書の作成

 内部監査員養成研修受講経験者、内部監査経験
者などを充てるケースが多い。

 なすべきこと・気づき

 当該職員にリーダーとしての機会を提供 →「中
堅職員にリーダーとしての経験を積ませる機
会」として活用できる

18
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４．内部監査の体制
４－１．内部監査のための体制づくり

 内部監査の手順を確立

 手順書などの作成

 知識を有する適任者によって実施

 何をもって「知識を有する」とするかの決定

 必要とされる知識は事業者ごとに異なるはず

 上記手順書の中で明確にすることも可能

 自らが担当する業務を監査しない

 監査員を複数の部門から偏りなく選抜する

参考：ISO 29990:2010  4.9

19

４．内部監査の体制

４－２．手順の確立

 手順書作成の効果

 やるべきことが明確に なり、抜け漏れ防止

 実施内容の安定化

 改善を行う上での出発点

20



 48 

４．内部監査の体制

４－３．内部監査チームの構築

理事長 学校長

広報部

教務部

就職指導部

総務部

内部監査チーム

ポイントは「自らが担当する業務を監査しない」こと

各部門から内部監査員
を選任する。

21

５．内部監査の手順

①現地監査前

監査の計画

情報収集

準備作業

現地監査

②現地監査

初回会議

監査の実施

監査結論の作成

終了会議

③現地監査後

報告書の作成

是正処置計画

是正処置の評価

フォローアップ

22

※内部監査の際は「できていないこと」に目が行きがち。
「よくできている点」を見つけることにも注力すること！
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５．内部監査の手順

５－１．現地監査前

監査の計画

情報収集

準備作業

現地監査

 監査チームの選定

 監査チームリーダーの指名

 基準文書の確認 （ex.ISO 29993）

 直近の業務上の問題点の把握

 過去の監査結果の確認（2回目以降）

 監査計画（含む時間割）の作成・被監査
部門への通知

 監査チーム打合せ（監査チームの役割分
担の確認等）

 監査チェックシートの作成

23

５．内部監査の手順

５－１．現地監査前（ヒント①）

「情報収集」のポイント

 直近の業務上の問題点の把握

 問題の内容

 その対応状況・解決までの道筋

 対応結果のフォローアップ状況

 問題の発生→何らかの「マズさ」が内在？

 「マズさ」を解決することは、改善につながる。

 「マズさ」が解決されれば、再発防止ができる。

24
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５．内部監査の手順

５－１．現地監査前（ヒント②）

「準備作業」のポイント①

〜時間割作成時の留意事項〜

 監査ストーリーを想定する

 この部門で、必ず確認しなければならないことは
何か。

 この部門でしか実施していない業務機能

 他の部門でも実施している業務機能

 そのためにはどれ程度の時間を確保すべきか。

 自分が質問する時間だけではなく、相手が説明する
時間も想定する。その場合、スムーズに説明ができ
なかったり、記録がなかなか出てこなかったりする
可能性も考慮に入れる。

25

５．内部監査の手順

５－１．現地監査前（ヒント③）

「準備作業」のポイント②

〜内部監査チーム打合せ〜

 監査チーム内の方針、方法、手順の統一した
考え方の共有化

 監査内容（重点事項、役割分担）の明確化

 チェックシート作成の考え方の共有化

 過去の監査結果に対する共通認識

26
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５．内部監査の手順

５－１．現地監査前（ヒント④）

「準備作業」のポイント③

〜監査チェックシートの作成〜

 チェックシートは，監査の「台本」

 予め当該部門での質問内容・確認項目を列記

 監査目的に合致するように

 限られた時間内に効率的に監査できるように

 チェックシートで期待される効果

 優先順位を踏まえた効率的な監査

 確認すべき内容の抜け漏れ防止

 「アドリブ」を全否定するものではない。

27

５．内部監査の手順

５－２．現地監査

初回会議

監査の実施

監査結論の作成

終了会議

 監査チームの紹介

 監査目的、監査基準、時間割の確認

 文書・記録の確認

 現場での個人情報管理状況の確認

 適合の確認、不適合事項の明確化

 監査目的と照らし合わせて結論を作成

 適合・不適合の評価及び監査結論の説明

 質疑応答

28



 52 

５－２．現地監査

5-2-1. 「初回会議」のポイント①

〜「初回会議」の流れ〜

 監査チームの紹介、被監査部門の紹介

 監査目的の説明

 監査方法の説明 「サンプリング方式」

 時間割の確認

 不適合事項等への対応方法の説明

 質疑応答

29

５－２．現地監査

5-2-1. 「初回会議」のポイント②

〜「サンプリング」の利点と欠点を伝える〜

監査実施時には、すべての記録を確認するの
ではなく、サンプリング方式で確認する。

 利点：時間・工数の低減化

 欠点：「不確かさ」を有する

 前回抽出したサンプルで「問題なし」とされて
も、今回のサンプル抽出により問題が発覚する
こともある！

30
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５－２．現地監査

5-2-1. 「初回会議」のポイント③

〜「サンプリング」の対象とは〜

 「サンプリング」は、同一機能・同一プロセ
スの中で行われるべき。

 募集・広報（OC、入学試験、入学）、教務（出欠
確認、テスト結果、進級・卒業）、就職指導（企
業訪問、就職活動）などの機能・プロセスの中か
ら一部のみを抽出してはいけない。

 サンプルは、被監査側ではなく監査員自身が
選ぶ。

 ただし、被監査者の了解のもとでサンプリング。

 不具合が見つかったら、別のサンプルでも確
認し、問題の本質を見極める。（不注意なの
か、仕組に問題があるのか）

31

５－２．現地監査

5-2-2.「監査の実施」のポイント①

 事前に準備したチェックシート等をもとに、
被監査者に質問をしたり、サンプリングで
記録を確認して、監査基準が満たされてい
るかを評価する。

 満たされていない状況が検出された場合は、
内容を報告する。

 「満たされている（適合している）」ことが確
認できれば、 その内容を報告する必要は無い。
（エビデンスが明示されていることが前提）

32
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５－２．現地監査

5-2-2.「監査の実施」のポイント②

〜被監査部門への質問の工夫〜

 被監査部門から自分の目的に沿った情報が得られる
ように質問を工夫する。

 オープンクエスチョン（５W1H）

 When、Where、Who、What、Why、How

 クローズドクエスチョン（Yes or No）

 「○○はありますか。」→「はい」「いいえ」

 「○○をご存じですか。」→「はい」「いいえ」

オープンクエスチョンとクローズドクエスチョンを
上手に使い分ける！

33

５－２．現地監査

5-2-2.「監査の実施」のポイント③

〜メモの取り方〜

 メモは、監査の客観的証拠となる。

 後で自分が読めるように書く

 急いで書いても、後で読めなければ意味がない。

 事前に分かるものはメモ不要にしておく

 部門名や記録名などは、チェックシートに書き込ん
でおくとよい。

 メモする内容の例：

 応対者名、文書改訂日・版数、確認サンプル名（識
別番号）、承認者、基準と実態の乖離状況

34
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５－２．現地監査

5-2-2.「監査の実施」のポイント④

〜被監査部門との対話における留意事項①〜

 被監査部門の話を聞く姿勢（心構え）

 監査は“Audit”＝「聴く」

 質問は簡潔に

 監査員の発話量より も、被監査部門の方の発話量の
方 が多くなることが理想。

 スムーズな対話（＝流れのある会話）

 ぶつ切りの質問・回答では気まずい雰囲気に。

35

５－２．現地監査

5-2-2.「監査の実施」のポイント⑤

〜被監査部門との対話における留意事項②〜

 被監査部門が質問の意図を理解できなければ、
言い方を変えてみる。

 「こちらの聴き方が悪いのでは？」という姿勢が
大切

 現場監査では、訊く相手を意識する。

 実際にその業務を行っている人に尋ねる。

 「何でも知っている人」に頼り過ぎない。

 時間を厳守する。

36
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５－２．現地監査

5-2-2.「監査の実施」のポイント⑥

〜個人情報を取り扱う現場での監査〜

 個人情報を管理している現場にも出向き、実
態を確認する。

 会議室での文書・記録の確認で終わらせない。

 ただし、現場の業務に迷惑をかけてはならない。

 ３現主義（現場、現物、現実）

 現場で、

 現物を観察して、

 現実を認識した上で、

問題の解決を図るという考え方。
37

５－２．現地監査

5-2-2.「監査の実施」のポイント⑦

〜適合・不適合の評価〜

 適合：基準を満たしていること

 不適合：基準を満たしていないこと。

 不適合が検出された場合は、監査員が下記の内容
を明確にして報告する。

 監査部門名

 確認したサンプル（固有の識別番号）

 監査基準（基準のどの項番かまで詳細に）

 事実関係（基準とのかい離状況等，何が問題なのか
がわかるように）ex. 5W1H

38



 57 

５－２．現地監査

5-2-2.「監査の実施」のポイント⑧

〜監査基準の項番の特定①〜

 現象面だけをとらえれば、不適合状態に該当
する監査基準項番は、何通りも想定すること
が可能である。

 そこから一歩踏み込むことで、「真の原因」
（不適合の要因）を見つけることができるは
ず…

 どの項番に対する不適合なのかを、監査員が
正しく特定することで、被監査部門が是正処
置をする際、「監査員が期待する対応」（是
正）を導きやすくなる

39

５－２．現地監査

5-2-2.「監査の実施」のポイント⑨

〜監査基準の項番の特定②〜

現象の例：アセスメントが適切に行われていない。

40

# 要求事項 不適合の背景 期待する処置

1 6 e) アセスメントの情報が提供さ
れていない

アセスメント情報の提供

2 8.3 e) アセスメント手段が確定して
いない

アセスメント手段の設計

3 12.2 レディネスについての理解が
不足している

コース開始時のアセスメ
ント

4 12.3 学習者の習熟状況の測定がで
きていない

コース修了時のアセスメ
ント
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５－２．現地監査

5-2-3.「監査結論の作成」

 監査内容、検出した不適合事項などを踏まえ、
今回の監査の結論を作成する。

 監査結論の例

 不適合が検出されたが、数は少なく要求事項をほぼ
満たしている。

 改善活動が積極的に行われ、良好である。

 統合したA校とB校の業務を統一させることに課題
が多く残っており、追加監査が必要である。

41

５－２．現地監査

5-2-4.「終了会議」のポイント①

〜終了会議の進め方〜

 監査協力への謝辞

 サンプリング方式で監査を行ったことによる
不確かさの説明

 監査結論の説明、監査結果の説明

 検出した不適合事項の 説明と、今後の対応、
スケジュールの確認

 質疑応答

42
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５－２．現地監査

5-2-4.「終了会議」のポイント②

〜監査結論に対する合意形成〜

 終了会議では、監査リーダーから被監査側に
監査結論を説明する。

 被監査側との監査結論に対する合意形成のた
めに、下記の点に留意する。

 合意形成は、「勝ち負け」ではない。 →当初の結
論を押し通すことにこだわり過ぎないこと。

 批判一辺倒もダメだが、ほめちぎりになってもダメ

 監査の目的を念頭に置くこと。

43

５．内部監査の手順

５－３．現地監査後

報告書の作成

是正処置計画

是正処置の評価

フォローアップ

 最終的な監査報告書の作成

 結論を明らかにする。

 被監査部門への是正処置要求

 被監査部門から是正処置（計画）を受領

 被監査部門から受領した是正処置の評価

 適切であれば、処置完了の報告

 不適切であれば、再度の是正処置の依頼

 是正処置実施の一定期間後

 効果の確認

 再発していないか。処置の継続性が維持さ
れているか。

44
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５－３．現地監査後

5-3-1.「報告書の作成」

 最終的な監査報告書を作成する。

 記載すべき事項（例示）

 監査日時及び時間割の実績

 監査基準

 監査員名

 監査で検出した良かった点

 不適合事項

 監査結論

 監査報告書にて、理事長（学校長）に報告

 フォローアップの前に、しかるべきタイミングで一度
報告しておく場合が多い。

45

５－３．現地監査後

5-3-2.「是正処置計画」

検出した不適合事項に関して、被監査部門に是
正処置を求める。（＝是正処置計画の提出）

 是正処置 ＝ 「再発防止策」

 是正処置とは、不適合の原因を除去すること

 不適合そのものを直すのは、修正という。

 「やっていません。」→「やりました。」

 今回「修正」しても、また「やらない」かもしれ
ない…

 なぜ、やっていなかったのか（＝原因）

46
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５－３．現地監査後

5-3-3.「是正処置の評価」

〜次の視点で評価する〜

 不適合状態が解消されているか（修正）。

 原因が正しく分析できているか。

 対策が、原因の除去になっているか。修正で
終わっていないか。

 対策は不適合の内容に見合うものか。

 過大／過小な対策になってはいないか。

 対策が、実施されているか。

47

ここが、
「是正」の
ポイント！

５－３．現地監査後

5-3-4.「フォローアップ」①

 フォローアップとは、是正処置が実施された
一定期間後に、処置の効果確認を行うこと。

【観点】

 同様の事象が再発していないか。

 処置の継続性が維持されているか。（当時決めた
処置そのままでなくてもよい。）

 フォローアップにより、是正処置は完了する。

 フォローアップがきちんと行われないと、成果を
評価することができない！

48
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５－３．現地監査後

5-3-4.「フォローアップ」②

〜トップマネジメントへの最終報告〜

 フォローアップが完了したら、トップマネジメン
ト（理事長等）に最終報告を行う。

 トップマネジメントの心構え

 最終報告を見届けるまで、内部監査は終わっていない
との認識で臨むこと。

 適宜督促しないと、部門の対応は後回しになりがちな
ので、場合によっては監査チームを支援する。

 管理責任者の役割と心構え

 フォローアップの進捗管理を行う責任者

 「やりっぱなし」にしないこと。

49

まとめ

 監査業務は監査員だけで行う仕事ではあり
ません。

 監査員と被監査部門との共同作業

 「合意形成」など、相互理解が重要

 監査前の準備から、監査後のフォローアッ
プに至るまで、つながりを持った監査活動
であることが重要です。

 監査目的、監査ストーリー、監査計画

 チェックシート、監査報告書、監査結論

 是正処置計画、フォローアップ

コミュニケーションと信頼関係を大切に…

50
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